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情報科学
め、システム上に冗長部分を設けてカリキュラム
の並列状態に対応した。
　本研究では、2008年度から2013年度までに実
施した改良点のまとめと報告、今後の方向性につ
いて考察を行い、報告する。特に、2013年度後期か
ら導入される教務システムとの関連性について、
システム更新を視野に入れつつ、検討を加える。
ϩ．システム概要
　本システムは、教務システムから提供される
「履修データ」をもとに学生ごとの単位取得・履
修状況を抽出し、集計の後所定のブックに転記す
ることにより履修状況および、資格取得条件、卒
業要件を満たしているかについて確認を行うよう
に制作されている。抽出と転記機能はExcel 
VBAを用いたマクロにより構築し、抽出対象と
なるカリキュラム年度の条件に応じてパラメータ
を変化させ実行する。
　コミュニティ文化学科のカリキュラムは2005
年度の学科設立時から毎年細かな変更が行われて
きた。このため本システムのカリキュラム条件に
関するパラメータは毎年改訂を加えている。表１
Ϩ．はじめに
　これまでに「Excel VBAを用いた履修管理支
援システムの構築とその運用ϸ」「同-2-Ϲ」にお
いて、Excelの表計算機能とVBAを用いた卒業
要件および資格取得要件確認システムの報告をし
た。システムの概要は、大学教務システムから提
供される履修データを基に、履修管理に必要とな
る加工を行った上で、一覧表形式に出力するとい
うものである。本システムは2007年度に原型を
作成し、2008年度から実験的に履修指導に取り
入れ、継続的に履修指導に用いている。カリキュ
ラムの変更に合わせて設定の変更を行っており、
2008年カリキュラム変更以降、軽微なものも含
め、ほぼ毎年更新を行ってきた。大がかりなカリ
キュラム改編が2012年度に実施されたため、こ
れに伴って、システムの要素見直しと更新をおこ
なった。カリキュラム改編の時期には、旧カリキ
ュラムと新カリキュラムが並行して存在するた
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ձࠉ提供された「履修登録データ」から成績管
理に用いる「履修時期」「学籍番号」「科目
コード」「成績評価」「カリキュラム年度」
を用いて履修中科目に対する成績処理の準
備を行う。「カリキュラム年度」は開発初
期には利用していたが、現在は利用してい
ない。
ղࠉ「履修時期」を用いて履修中の科目の判定
を行っている。履修時期が抽出対象のセメ
スターより前で、且つ履修中となっている
科目の場合は、単位不認定となったものと
して素点に1点以上60点以下を記入するよ
うにしている。
ճࠉ加工を終えた「履修登録データ」を「一時
ファイル.xlsx」とリネームして保存、汎
用的に用いることができるように備える。
մࠉ必要に応じ、他大学取得単位読込処理を行
う。この結果の転記は自動化されていないた
め、必要に応じ手作業で転記処理を行う。
にパラメータの要素となる開講科目数と卒業要件
単位、取得可能資格数の変遷をまとめる。
　2005年度時点のカリキュラムでは必修科目の
他に、選択科目が「英語コミュニケーション分野」
「教養分野」「多文化理解分野」「子どもと家庭分
野」「情報とビジネス分野」「ライフマネージメン
ト分野」「フードマネージメント分野」の7科目
群と「幼稚園教諭二種免許指定科目群」が設けら
れ、毎年科目の追加が行われてきた。2008年度
のカリキュラム改編で「英語とコミュニケーショ
ン分野」「社会と人間分野」「情報とビジネス分野」
の3科目群と「幼稚園教諭二種免許指定科目群」
に整理された。2011年度は幼稚園教諭二種免許
課程の廃止により3科目群のみとなった。2012年
度に全学的にカリキュラム見直しが行われ、選択
科目は専門教育科目が3科目群、資格課程科目が
3科目群という構成となった。結果として、相対
的に必修科目の割合が増加したことになる。ま
た、学科開設当初は16の取得可能な資格を設定
してきたが、現在は社会のニーズなどに合わせて
8資格を設定している。
　本システムでは表1に基づいて処理を行い、卒
業要件単位と資格取得の確認が同じ操作で完了す
るように構成している。教務システムから提供さ
れる「履修登録データ」の項目は表2に示すとお
りである。
　「Excel VBAを用いた履修管理支援システムの構
築とその運用-2-」で記したとおり2008年度データ
では28項目だったものが16項目に減っている。
　履修管理支援システムの運用手順を以下に示す。
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Ԝ ขᓧන૏ᢙ㓸⸘ಣℂࠍ⿠േߒޔ࠺࡯࠲ォ⸥
ಣℂࠍⴕ߁ޕߎߩ㓙᛽಴ኻ⽎ᐕᐲࠍㆬᛯߔ
ࠆࠬ࠹࠶ࡊࠍ⸳ߌޔࠞ࡝ࠠࡘ࡜ࡓᐕᐲߦว
ࠊߖߚ࠺࡯࠲߇ㆬᛯߐࠇࠆࠃ߁ಣℂࠍⴕ߁ޕ
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Ფᐕ⑼⋡ߩㅊട߇ⴕࠊࠇߡ߈ߚޕ2008ᐕᐲߩࠞ࡝
ࠠࡘ࡜ࡓᡷ✬ߢޟ⧷⺆ߣࠦࡒࡘ࠾ࠤ࡯࡚ࠪࡦಽ㊁ޠ
ޟ␠ળߣੱ㑆ಽ㊁ޠޟᖱႎߣࡆࠫࡀࠬಽ㊁ޠߩ 3
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ℂߐࠇߚޕ2011ᐕᐲߪᐜ⒩࿦ᢎ⻀ੑ⒳఺⸵⺖⒟ߩ
ᑄᱛߦࠃࠅ 3⑼⋡⟲ߩߺߣߥߞߚޕ2012ᐕᐲߦో
ቇ⊛ߦࠞ࡝ࠠࡘ࡜ࡓ⷗⋥ߒ߇ⴕࠊࠇޔㆬᛯ⑼⋡ߪ
ኾ㐷ᢎ⢒⑼⋡߇ 3⑼⋡⟲ޔ⾗ᩰ⺖⒟⑼⋡߇ 3⑼⋡
⟲ߣ޿߁᭴ᚑߣߥߞߚޕ⚿ᨐߣߒߡޔ⋧ኻ⊛ߦᔅ
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஻ࠍⴕ߁ޕޟࠞ࡝ࠠࡘ࡜ࡓᐕᐲޠߪ㐿⊒ೋᦼ
ߦߪ೑↪ߒߡ޿ߚ߇ޔ⃻࿷ߪ೑↪ߒߡ޿ߥ
޿ޕ
ԙ ޟጁୃᤨᦼޠࠍ↪޿ߡጁୃਛߩ⑼⋡ߩ್ቯ
ࠍⴕߞߡ޿ࠆޕጁୃᤨᦼ߇᛽಴ኻ⽎ߩ࠮ࡔ
ࠬ࠲࡯ࠃࠅ೨ߢޔ਌ߟጁୃਛߣߥߞߡ޿ࠆ
⑼⋡ߩ႐วߪޔන૏ਇ⹺ቯߣߥߞߚ߽ߩߣ
ߒߡ⚛ὐߦ  ὐએ਄  ὐએਅࠍ⸥౉ߔࠆ
ࠃ߁ߦߒߡ޿ࠆޕ
Ԛ ടᎿࠍ⚳߃ߚޟጁୃ⊓㍳࠺࡯࠲ޠࠍޟ৻ᤨ
ࡈࠔࠗ࡞[OV[ޠߣ࡝ࡀ࡯ࡓߒߡ଻ሽޔ᳢↪
⊛ߦ↪޿ࠆߎߣ߇ߢ߈ࠆࠃ߁ߦ஻߃ࠆޕ
ԛ ᔅⷐߦᔕߓޔઁᄢቇขᓧන૏⺒ㄟಣℂࠍⴕ
߁ޕߎߩ⚿ᨐߩォ⸥ߪ⥄േൻߐࠇߡ޿ߥ޿
ߚ߼ޔᔅⷐߦᔕߓᚻ૞ᬺߢォ⸥ಣℂࠍⴕ߁ޕ
Ԝ ขᓧන૏ᢙ㓸⸘ಣℂࠍ⿠േߒޔ࠺࡯࠲ォ⸥
ಣℂࠍⴕ߁ޕߎߩ㓙᛽಴ኻ⽎ᐕᐲࠍㆬᛯߔ
ࠆࠬ࠹࠶ࡊࠍ⸳ߌޔࠞ࡝ࠠࡘ࡜ࡓᐕᐲߦว
ࠊߖߚ࠺࡯࠲߇ㆬᛯߐࠇࠆࠃ߁ಣℂࠍⴕ߁ޕ
ԝ ᦨᓟߦ੍ޔ ߼૞ᚑߒߚޟጁୃ▤ℂࡈࠔࠗ࡞ޠ
ߦ⑼⋡ࠦ࡯࠼ߏߣߦጁୃ⠪࠺࡯࠲ࠍォ⸥ߔ
ࠆޕ
⴫ 㪈㩷 㐿⻠⑼⋡ᢙߣතᬺⷐઙන૏ޔขᓧน⢻⾗ᩰᢙߩᄌㆫ㩷

✚⑼⋡ᢙ ㆬᛯ⑼⋡ᢙ
තᬺⷐઙන૏
㧔ᔅୃ㧕
තᬺⷐઙන૏
㧔ㆬᛯ㧕
තᬺⷐઙන૏
㧔ว⸘㧕
ขᓧน⢻
⾗ᩰᢙ
ᐕᐲ    න૏  න૏એ਄  න૏એ਄ 
ᐕᐲ    න૏  න૏એ਄  න૏એ਄ 
ᐕᐲ    න૏  න૏એ਄  න૏એ਄ 
ᐕᐲ    න૏  න૏એ਄  න૏એ਄ 
ᐕᐲ    න૏  න૏એ਄  න૏એ਄ 
ᐕᐲ    න૏  න૏એ਄  න૏એ਄ 
ᐕᐲ    න૏  න૏એ਄  න૏એ਄ 
ᐕᐲ    න૏  න૏એ਄  න૏એ਄ 
ᐕᐲ    න૏  න૏એ਄  න૏એ਄ 
Ფᐕ⑼⋡ߩㅊട߇ⴕࠊࠇߡ߈ߚޕ2008ᐕᐲߩࠞ࡝
ࠠࡘ࡜ࡓᡷ✬ߢޟ⧷⺆ߣࠦࡒࡘ࠾ࠤ࡯࡚ࠪࡦಽ㊁ޠ
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ᑄᱛߦࠃࠅ 3⑼⋡⟲ߩߺߣߥߞߚޕ2012ᐕᐲߦో
ቇ⊛ߦࠞ࡝ࠠࡘ࡜ࡓ⷗⋥ߒ߇ⴕࠊࠇޔㆬᛯ⑼⋡ߪ
ኾ㐷ᢎ⢒⑼⋡߇ 3⑼⋡⟲ޔ⾗ᩰ⺖⒟⑼⋡߇ 3⑼⋡
⟲ߣ޿߁᭴ᚑߣߥߞߚޕ⚿ᨐߣߒߡޔ⋧ኻ⊛ߦᔅ
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Excel VBAを用いた履修管理支援システムの構築とその運用-３-
　従来は成績通知書を元に、一名ずつ確認を行っ
ていた作業が、本システム導入により、5分程度
で完了することになり、履修指導の準備に掛かる
時間が短縮された。結果として、学生への履修指
導に掛けられる時間が増加し、履修管理支援シス
テム導入の効果があったと考える。
　2011年度に改良を加えた現行のシステムでは、
学科で取得した単位の他、シティカレッジや人間
総合学部での学びに対して、他大学取得単位読込
処理（図１内※印）を組み込んで対応している。
Ϫ．2012年度システム改良点
　2012年度にコミュニティ文化学科カリキュラ
ムの大幅な改訂が行われた。これに伴い、本シス
テムにおける「履修管理ファイル」にも改良を加
えた。カリキュラム改訂に合わせた集計シートの
再構築と、従来資格取得シートが取得見込みと取
得確定に分けて設けられていたものを、取得見込
みのみに統合した。この目的は、取得見込みを表
示することで、不足している科目が導き出される
ためである。これらの改良の結果、「履修管理フ
ァイル」のファイルサイズが2011年度入学生向
けに対し、2012年度入学生向けは7割程度のサイ
ズまで縮小された。
　履修管理支援ブックのマクロに対する改良点
は、不要なプロシージャを削除し、変数名を変更
յࠉ取得単位数集計処理を起動し、データ転記
処理を行う。この際抽出対象年度を選択す
るステップを設け、カリキュラム年度に合
わせたデータが選択されるよう処理を行う。
նࠉ最後に、予め作成した「履修管理ファイル」
に科目コ ドーごとに履修者データを転記する。
շࠉ転記が完了した後、転記先のデータは日付
を組み合わせて保存し、同一ファイル名の
上書きによるトラブルに備える。
　転記が完了した段階で、「履修管理ファイル」
では予め設定されたリンク処理により、自動的に
卒業要件と資格取得要件の判定が実施される。シ
ステム利用者は作成されたファイルを確認する事
により、卒業と資格取得に必要な条件を容易に確
認する事ができるようになる。以上の手順を流れ
図にしたものを図１に、システムを構成するファ
イル一覧を表3に示す。
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　新教務システムから出力される「履修データ」
の表示形式は従来の教務システムと大きく異な
り、行方向に学生名、列方向に科目名が並ぶ表形
式となった（図2）。このため、従来のシステムに
はそのまま出力結果を用いることができなくなっ
た。新教務システムから出力されるデータを利用
するには、表示形式の違いに対応する処理が必要
となることが明らかになった。また、履修中の科
目についても従来と異なる形式で出力され、新教
務システムから出力された形式（図3）のままで
するなど小規模な改修のみとした。表4は前回報
告時に今後の改善ポイントとして提示したもので
あるが、カリキュラムの改訂が大がかりなものと
なったため今回は改善を見送り、今後対応する。
ϫ．2013年度導入新教務システム対応
　2013年度後期より教務システムが更新される
ことに伴い、従来提供を受け、用いてきた形式の
「履修登録データ」が利用できなくなる。これに
合わせて、履修管理支援システムを継続して運用
するかどうかも含めて見直しを行った。
１．新「教務システム」の確認
　初めに新教務システム上でできること、できな
いことについて教員用のIDで表示される「メソフ
ィア教員ポータルサイト」に対して確認を行った。
　卒業要件単位数についての確認は可能であっ
た。次に資格取得要件の確認について確認した
所、チェック画面が存在せず、確認できなかった。
また、履修指導のアドバイスに用いてきた卒業要
件単位および資格取得見込みの画面についても新
教務システム上では確認できず、履修指導上の枷
となる可能性がある。
　上記理由から、新教務システム運用開始後も履
修管理支援システムの改良を続けることが望まし
いと考えた。
２．データ互換性の確認
　新教務システムから出力されるデータ形式を確
認し、現行システムからの移行について検討した。
　取得済単位については、新教務システム上から
Excel形式で出力することができる。この際、オプ
ションとして「素点」と「評価」が選択可能とな
っているが、「素点」で出力した場合、認定科目（T
で表記）は本来ならば単位認定されている学生に
ついて何も表示されなくなるとこが確認された。
このため、履修管理支援システムに用いるために
は「評価」を選択する必要があることが確認され
た。また、履修中の科目については何れのオプシ
ョンを選択しても表示されず、別途処理が必要と
なることも確認された。履修指導上、履修中科目
を把握する必要があるため、教務課から履修中科
目データ提供を受け対応することが必要になる。
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Excel VBAを用いた履修管理支援システムの構築とその運用-３-
手順等の見直しが必要である。また、履修のアド
バイスとして使用するために、継続課題とした
「シミュレーション機能」や「履修プラン提示機
能」の搭載が急務である。
　新教務システム導入により履修支援機能が提供
され、本履修管理支援システムは不要となる事も
想定していたが、新教務システムにおいて実現可
能な範囲が限定されていることもあり、資格取得
支援と履修アドバイスの機能は、本システムを特
徴付ける機能であることが確認できた。今後も新
教務システムの機能を活用しつつ、本システムに
さらなる改良を加えていきたい。
＜注＞
ϸ池村努，Excel VBAを用いた履修管理支援システムの
構築とその運用，(2009)，北陸学院大学研究紀要第2号第
１分冊，p.147-156
Ϲ池村努，Excel VBAを用いた履修管理支援システムの
構築とその運用-2-，(2011)，北陸学院大学研究紀要第4号，
p.245-249
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は履修管理支援システムに用いることができない
ため、同様に対応が必要となることが確認された。
３．履修管理支援システム改良プラン
新教務システムの成績出力と、履修状況出力を、
履修管理支援システムに適応するための手順につ
いて、次のように検討した。
ձ　提供された「履修中科目」を「履修データ」
に合成するマクロを作成する。
ղ　合成したデータを履修管理システムのデー
タに合致するよう、最適化する。
ճ　履修管理支援システム本体にはできるだけ
手を加えず、最小限の変更に留める。手続
きは図1を踏襲する。
մ　「認定」単位を自動的に「他大学履修単位」
として読み込みが行われるようにする。こ
れを現行システムの「他大学取得単位読込
処理」に置き換える。
　提供される「履修中科目」ファイルにはフィー
ルド名に科目コードが存在していない。科目コー
ドが存在しない「履修中科目」ファイルからのデ
ータを「履修データ」と合成する方法が、今後検
討を進める上での課題となっている。対処方法と
して、一科目ごとに手動でコードを割り当てるこ
とも可能であるが、作業が煩雑になり、人為的ミ
スが発生する恐れがあることから、自動化するこ
とが望ましい。
　従来の「履修管理ファイル」上では、処理の都
合で取得単位を「1」、履修中科目を「R」、不認
定科目を「0」として取り扱ってきた。これを成
績評価と同じく「S」、「A」、「B」、「C」、「T」、「F」
とし、履修中科目を「R」と表記することを検討
している。この手続きにより、認定単位の処理を
同時に行うことができると期待している。
ϭ．まとめと今後の課題
　取り組みを開始してから5年が経過したが、本
「履修管理支援システム」構築と改良によって、
履修支援が効率的に行われるようになった。履修
登録時に気づいていなかった資格取得の可能性を
指摘し、履修の追加を促すことにも繋がってい
る。一方で、システムの汎用性が確立されておら
ず、誰でもが活用できるためには、さらなる操作
